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APrilutskyらの研究では移動様式変更スピード（Preferred Transition Speed: PTS）を
上回ると、歩行のスイングに関わる筋群（大腿直筋、ハムストリングス、前脛骨筋）の
筋放電が増加している。特定の筋群に負荷が集中したことが、RPEによるきつさの程度
を増加させたと推測している。 
 
6. 審査委員会の結論 
本学位申請論文は、口頭試問のいずれの質問にも適切で明確な回答を得た。よって、審
査委員合議の結果、試験は合格とした。 
